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熊本県立済々黌高等学校 

平成３１年度（２０１９年度）「ＳＯＳの出し方に関する教育」研究指定校

事業に係る研究指定校事業研究報告書（中間） 

 

１ 研究テーマ及び設定理由 

（１）研究テーマ「リーダーシップ教育を柱とした援助希求力の育成」 

（２）設定理由 

ア 現状 

   ①創立１３７周年の伝統校であり、優秀な生徒が多く入学する。 

   ②地域や保護者の学校への関心が高く、同窓会等の支援も手厚い。 

   ③文武両道を目指し日々教育活動を展開している。 

   ④社会におけるグローバルリーダーの育成を期し、５年間のＳＧＨ指定を受け研究

を行い、Ｓuper Ｇlobal Ｒesearch（生徒課題研究）、英語におけるディベートを

中心としたＳuper Ｇlobal Ｃommunicationなど独自の教育資産がある。 

 イ 課題 

   ①学校不適応の生徒が一定数おり、主な原因として次のようなものがあげられる。 

    ａ 学習についていけない。課題の未提出が見られる。 

    ｂ 完璧を求めるあまり自分を許せない。 

    ｃ 入学後目的を見失ってしまった。 

    ｄ 部活動等の人間関係がうまくいかない。 

②主体的・協働的・深い学びの課程を意識した授業改革が十分でない。 

    ａ 受験対策で濃密な授業内容になり、協働的な場面を生み出しづらい。 

    ｂ 個々での取り組み事例はあるが、単発的である。 

   ③生徒の悩みを受け止める教職員と保護者との認識にずれが生じる場合がある。 

２ 研究の目標と仮説 

（１）目標 

「リーダーシップ教育を柱とし、カリキュラム・マネジメントを行うことにより、生

徒が自己肯定感を高め、互いをかけがえのない個人として尊重しあい、集団の目標を達

成する取組のなかで、自分自身の強みや弱み（悩み）を掘り下げ、支援行動や援助希求

行動を選択できる人材の育成」を目標とする。 

※「リーダーシップ教育」とは、権限を持たない人でも発揮できるリーダーシップ 

（２）研究の構想 

①ＳＯＳの出し方と権限のいらないリーダーシップ教育の関連 

 次の図に示すように、ＳＯＳの出し方の必要な要素のうち、人間関係づくりや生徒の

心理的な面の成長を促すことを主として、ポジティブアプローチで推進するため、リ

ーダーでなくても学習できるリーダーシップのフレームに着目した。      
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  ②権限のいらないリーダーシップの基本要素とカリキュラムへの工夫について 

   このフレームの要素は次の図に示すように、３つの最小要素からなる。最小要素は、

「率先垂範（自分から動き、他者の規範となること）」「同僚支援・環境整備（個人やチ

ーム全体が動きやすくなるように環境を整えること）」「目標設定・共有（チームのビジ

ョンや目標を作り理解してもらうこと）」である。これらの最小要素を、エンカウンタ

ーや探究活動、授業などのあらゆる学習活動の中に織り込むことが、主な取組である。 

   

（３）仮説 

１年生を対象としてリーダーシップ教育を各教科・特別活動で取り組み、生徒が主体

的・協働的・深い学びを意識した活動を行うことで、自己理解や他者理解を深め自己肯

定感を高め、自分をかけがえのない個人として尊重するとともに支援行動や援助希求

行動を選択することができる。 

（４）評価方法 

   自己肯定感アンケート、授業評価、自己評価をもとに年度末の学校評議員会で評価を

受ける。 

３ 研究内容 

（１）生徒の自己肯定感の調査 

 生徒の自己肯定感の在り方と変容を見るためにアンケートを実施した。対象生徒は
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１年生４１２名である。実施は、４月の新入生宿泊研修時に１回目を、９月のＬＨＲで

２回目を、２月末のＬＨＲで３回目を実施した。質問項目は１０項目、それぞれを４点

満点で集計した。結果は集約し当該学年に配付した。前回と比較し点数が大きく減少し

た生徒に対しては、詳細な状況把握と心理的ケアを目的として担任による個人面談を

行った。 

（２）研修・講演会の実施 

 生徒や職員の「リーダーシップ教育」についての理解と意識を深めるために研修及び

講演会を行った。 

ア 職員研修 

①スクールカウンセラーによる講話（職員研修）（６月） 

 「生徒への理解をより深めるために ～‘気づき‘のポイントについて～」 

講師 臨床心理士 高木 ひろみ 先生（スクールカウンセラー） 

②研究の理論的背景について（８月） 

 「権限によらないリーダーシップで発するＳＯＳ」 

 講師 株式会社イノベスト代表取締役 松岡 洋佑 氏    

③カリキュラム・マネジメントの主体について（８月）   

「カリキュラムマネジメント」 ファシリテータ 主幹教諭 

④感情のコントロールについて（１１月） 

「アンガーマネジメント」 講師 社会保険労務士 川内 恵里氏 

イ 講演会 

①主体的な在り方について（７月） 

 進路講演会 

 「年中夢求 ～２４時間をデザインする～」 講師 宇城市教育長 平岡 和徳 氏 

②適切なＳＯＳの出し方について（７月） 

１年生性教育講演会 

 「デートＤＶって何？」  講師 熊本県人権擁護委員会 男女共同参画委員   

（３）エンカウンターを通したリーダーシップ教育の実践 

   １年生を対象に新入生宿泊研修（４月）と９月にエンカウンターを実施した。新入生

宿泊研修時に実施したのは「新聞タワー」である。５～６人のグループで協力してでき

るだけ高い新聞タワーを作るものである。協働作業を通して、仲間との協働性を身に付

け、集団への貢献を考える力、他者と協力して課題解決へ向かう力の育成を目的とした。 

   ９月に実施したのは「漢字ゲーム」（質問によりリーダーシップを発揮する）である。

質問により、相手が思い描いている漢字を当てるゲームである。自己理解・他者理解を

深め、他者と協力して課題解決に向かう力の育成を目的とした。これは、８月下旬に松

岡氏の職員研修で提示されたものを活用した。 

   実施に際しては、スクールカウンセラーと、事前の打合せを行い内容を決定した。ま

た、２学期はスクールカウンセラーがエンカウンターを実施している各教室を見学し、

１クラスについて最後のまとめを行った。 

（４）授業を通したリーダーシップ教育の実践 

ア リーダーシップ授業デザインシートの開発 

 １学期の校内公開授業週間に、教育相談部の竹原亜紀教諭が「コミュニケーション英
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語Ⅰ」の公開授業を実施した。課題として取り上げたことは、『グループの中で自分の

役割を見出し、全体へ貢献する態度を育む』である。生徒の個性に応じて、それぞれが

周囲への配慮を行いながら、自信を持って自分の意見を主張することのできる雰囲気

を生徒達が自ら作り出すことができるようにすることを目標にして授業を実施した。

この際、授業におけるリーダーシップ教育の授業デザインを提示するために、必要な情

報を精査し、授業の見どころを記載するデザインシートを開発した。 

イ 全教科によるリーダーシップ教育の実践 

１学期は１教科１名のみの公開授業であったので、２学期には指導者と教科を拡大

し、８教科（９名で）「ＳＯＳの出し方に関する教育」研究指定校事業の公開授業を実

施した。担当者は、１学期に開発した授業デザインシートを作成しながら、目的を教科

の内容に落とし込むなどの工夫を行った。 

特に家庭科では、授業の中で生徒へのポジティブフィードバックが図られるように、

「家庭基礎」の保育分野のまとめとして、「これからの保育環境 ～グループ活動でリ

ーダーシップを育む～」の内容でグループワークを行った。課題として取り上げたこと

は『個人や社会の一員として課題解決の方法を主体的に考える』である。生徒達には他

人の意見を否定せず意見が出やすい雰囲気を作ること、それぞれが自分のできる部分

で役割を果たすこと、最後の振り返りは良かったことを中心に行うように促した。 

 

 （写真）各教科による実践の様子 

４ 結果  

（１）成果 

ア 自己肯定感について 

３回のアンケート結果によると、１年生の自己肯定感は、回を追うごとに増加してい

る。３０点以上（高い値）の数も（第１回目：２２．８％→第２回目：２７．１％→ 

第３回目：３４．０％）増加している。その中で極端に低下した生徒もおり、該当生徒

は担任との個別面談を実施した。                 ※数値は平均値 
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イ 生徒による感想 

 宿泊研修での「新聞タワー」では生徒の様子や感想から、協働作業を通して話をし、

お互いを知り合い、仲間作りを進めることができたことがわかった。特に、入学して間

もない時期でクラス間の親交が深まっていない時期であったことから、クラス間の交

流のきっかけにもなった。 

 ２学期の「漢字ゲーム」では、生徒達は、「閉じた質問」「開いた質問」について学び、

答えやすい質問の仕方を考えることができた。また、質問の口火を切ることの大切さ、

たくさん意見を出す姿勢や質問しやすい雰囲気を作ることの重要性などを学んだ。 

【新聞タワーの生徒感想】 

〇協力してできた。誰も否定する人がいなかった。人任せにすることがなくてよかっ

た。 

〇初めて話す人とでも、何か目的があれば会話が生まれ、その中で目標に達するまでに

することは、とても楽しいということがわかりました。 

〇一人では思い浮かばないことが集まることでアイディアがどんどん浮かんできた。

必死に知恵を集めることができ協力は人数以上のことができると学んだ。 

【漢字ゲームの生徒感想】 

〇最初に手を挙げ発表する人がいるとグループワークがとてもうまくいくことがわか

った。最初に発言してくれると「自分も！自分も！」とどんどん手が上がりチームの

士気が向上することができた。 

〇ヒントを出した時にみんなが意見をたくさん出す姿勢からチャレンジすることの大

切さを感じました。 

ウ 公開授業参観者による感想 

１１月１１日に、公開授業を実施し、県下で３１名の参加者があった。８教科（９名）

での実施だったが、多くの参加者は複数の教科の授業を見学していた。参加者からは、

いずれの教科の公開授業も、『否定的な意見や態度がない』『生徒が積極的に参加してい

る』『教室全体の雰囲気作りがうまくいっている』という意見が出された。１年間リー

ダーシップ教育を中心に授業展開を考えた家庭科で、２月に生徒に実施したアンケー

トでは、「担当の作業を率先することができた（率先垂範）」（平均４．７）「他の班員と

対話して作業を行った（同僚支援）」（平均４．７）の 2項目は、高い値を示し、生徒達

に率先垂範や同僚支援の態度が身についたと考えることができる。 

※アンケート対象：１年生６クラス（２４０名）（得点は５点満点） 

エ 授業評価 

 １学期末と２学期末に実施する生徒の授業アンケートについて、主体的な学びを推

進する観点などから、教務部で項目の改訂を行った。 

回答は４件法で、４ そう思う、３ どちらかというとそう思う、２ どちらかという

とそう思わない、１ そう思わない から選択する。 

 Ｂ あなたは授業内容に触発され、更に学習しようとする意欲が高まりましたか。 

 

４の割合 １学期 ２学期 ２学期―１学期 

普通教科 ３７．３％ ４１．７％ ＋４．４％ 



 

 

6 

 

 Ｄ 先生は、発表や質問、グループ活動や意見交換などの活動場面を設けていますか。 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

（１）成果 

 カリキュラム・マネジメントを行い、講話や授業、特別活動など学校生活の多くの場

面で生徒に「リーダーシップ教育」を実施することができた。特に授業では、多くの教

科で主体的・協働的・深い学びを意識した活動に取り組むことができたことは成果とし

てあげられる。 

（２）課題 

カリキュラム・マネジメントの深化を進める取組の評価として、ルーブリックの完成

と一般化が求められる。 

６ 次年度の事業計画 

（１）自己肯定感のアンケートの継続実施と活用 

（２）カリキュラム・マネジメント 

（３）各教科でのリーダーシップ教育の取組 

（４）１，２学年でのエンカウンターの実施 

（５）２年生の活躍の場面設定（１年生の活動で主導的な立場を取れる場面） 

（６）リーダーシップ教育に繋がる講演会等の実施 

（７）ルーブリックの作成と評価の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４の割合 １学期 ２学期 ２学期―１学期 

普通教科 ５４．０％ ５７．６％ ＋３．６％ 

実技教科 ４１．８％ ５２．８％ ＋１１．０％ 
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資料 

（１）ＳＯＳの出し方に関する事業実施状況 

（２）自己効力感アンケート及び結果 

ア アンケート 

イ 結果  

（３）エンカウンター指導案１「新聞タワー」 

ア ワークシート 

イ 生徒感想  

（４）エンカウンター指導案２「漢字ゲーム」 

ア ワークシート 

イ 生徒感想  

（５）授業デザインシート 

ア コミュニケーション英語Ⅰ 

イ 家庭科 

ウ 情報 

エ 音楽Ⅰ 

オ 数学 

カ 物理 

キ 物理 

ク 英語表現Ⅰ 

ケ 国語総合（古典） 

コ 保健体育（体育） 

（６）公開授業（家庭科） 

ア 指導案 

イ アンケート結果 

ウ 生徒感想 

（７）公開授業参観者によるアンケート集計 

 
































































